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1.  平成24年3月期第1四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第1四半期 11,292 2.7 355 △24.3 421 △16.3 229 △2.7

23年3月期第1四半期 10,992 1.4 469 14.0 503 69.3 235 21.9

（注）包括利益 24年3月期第1四半期 287百万円 （―％） 23年3月期第1四半期 △258百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第1四半期 5.31 ―

23年3月期第1四半期 5.46 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第1四半期 43,808 24,838 56.6
23年3月期 44,016 24,723 56.1

（参考） 自己資本   24年3月期第1四半期  24,788百万円 23年3月期  24,677百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 3.50 ― 4.00 7.50

24年3月期 ―

24年3月期（予想） 4.00 ― 4.00 8.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 23,700 6.7 1,050 45.5 1,100 31.4 650 63.1 15.06
通期 48,100 5.5 2,150 25.9 2,250 22.7 1,400 8.4 32.44



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料４ページ【２．サマリー情報（その他）に関する事項】をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  有

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期1Q 43,844,932 株 23年3月期 43,844,932 株

② 期末自己株式数 24年3月期1Q 685,081 株 23年3月期 684,995 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期1Q 43,159,870 株 23年3月期1Q 43,168,865 株
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当社グループを取り巻く環境は、医療技術の進捗と新興国の躍進などによる需要の拡大を受け、現地

及び各国メーカーによる競争が激化しております。一方で国内においては、経済不安や少子高齢化とい

った社会の変化により、増え続ける医療費の抑制という政策の流れは避けられない状況となっており、

医療施設をはじめ医療業界全般において経営の効率化が一層求められております。 

 このような環境において、当社グループでは「医療の安全」「医療の効率化」「再生医療」の３つを

キーワードとして、製品の開発・生産・販売を進めております。なお、当社グループにおいては、販売

品目を４つのシステム群に分類しており、輸液輸血群及び一般用品群では、医療の安全に貢献する輸液

及び経腸栄養関連製品を、透析群では血液透析及び腹膜透析の両分野の製品を、循環器群では、膜型人

工肺、人工心肺回路等の自社開発製品を中心に事業を展開し、収益の拡大に努めております。 

 以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、医療の安全と効率化に貢献する製品の販売が伸

長し、前年同四半期に比べ2億99百万円増加の112億92百万円（前年同四半期比2.7％増）となりまし

た。 

 利益につきましては、増収となったものの、為替による売上高への影響に加え労務費及び人件費の増

加により、営業利益は3億55百万円（前年同四半期比24.3％減）となりました。また、持分法による投

資利益を計上したことにより、経常利益は4億21百万円（前年同四半期比16.3％減）となり、税金費用

等を差し引いた結果、四半期純利益は2億29百万円（前年同四半期比2.7％減）となりました。 

  

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

医療用手袋や医療用テープの販売が減少したものの、ニードルレスアクセスポート「プラネクタ」

を備えた輸液セットや延長チューブの販売に加え、血液透析装置や人工心肺装置の販売が増加し、売

上高は93億90百万円（前年同四半期比4.0％増）となりました。また、セグメント利益については、

人事制度の改定に伴う労務費及び人件費の増加等により1億10百万円（前年同四半期比14.5％減）と

なりました。 

北米向けのＡＶＦ針（血液透析用針）の販売が堅調に推移したものの、取引先の在庫調整などによ

り成分献血用回路の販売が低調に推移し、売上高は24億6百万円（前年同四半期比0.8％減）となりま

した。また、セグメント損益については、減収に加え為替の影響により1億円の損失となりました。 

日本向けの輸液セットの販売や中国国内市場においてＡＶＦ針や人工腎臓（ダイアライザー）の販

売が好調に推移したため、売上高は6億97百万円（前年同四半期比11.4％増）となりました。また、

セグメント利益については、労務費の上昇により40百万円（前年同四半期比43.3％減）となりまし

た。  

ＡＶＦ針や透析用チェアーの販売が引き続き伸長したものの、円換算により売上高は縮小しまし

た。この結果、売上高は7億22百万円（前年同四半期比3.6％減）となりました。また、セグメント利

益については、ユーロ安に伴う仕入価格の増加等が影響し57百万円（前年同四半期比33.0％減）とな

りました。 

売上高は8億59百万円（前年同四半期比2.5％増）、セグメント利益は1億89百万円（前年同四半期

比116.7％増）となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

① 日本

② シンガポール

③ 中国

④ ドイツ

⑤ その他
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当第１四半期連結会計期間末における総資産の残高は、前連結会計年度末に比べ2億8百万円減少の

438億8百万円となりました。資産、負債及び純資産の内容は次のとおりであります。 

流動資産の残高は、前連結会計年度末に比べ4億95百万円減少の271億79百万円となりました。この

主な要因は、売上債権の減少であります。 

固定資産の残高は、前連結会計年度末に比べ2億87百万円増加の166億29百万円となりました。この

主な要因は、有形固定資産の取得によるものであります。 

流動負債の残高は、前連結会計年度末に比べ1億67百万円減少の153億74百万円となりました。この

主な要因は、納付による未払法人税の減少であります。 

固定負債の残高は、前連結会計年度末に比べ1億55百万円減少の35億95百万円となりました。この

主な要因は、長期借入金の減少であります。 

純資産の残高は、前連結会計年度末に比べ1億14百万円増加の248億38百万円となりました。この主

な要因は、為替換算調整勘定の変動であります。 

 なお、自己資本比率は0.5ポイント上昇の56.6％となりました。 

  
  

第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想数値は、平成23年５月11日公表時から変更しておりませ

ん。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報

資産、負債、純資産の状況の分析

（資産）

（負債）

（純資産）

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

（在外子会社等の収益及び費用の換算基準） 

在外子会社等の収益及び費用については、従来、決算日の直物為替相場により円貨に換算しており

ましたが、前連結会計年度末より、期中平均相場により円貨に換算する方法に変更しております。 

 この変更は、会計年度末近くに急激な為替変動があった場合に期間損益に与える異常な影響を排除

し、より適正な損益の認識を図るために行ったものであります。 

 また、当該変更は、為替相場が急速に変動していることを契機に、会計システム等の実務上の対応

を検討した結果、前連結会計年度末において対応可能となったためであり、前第１四半期連結累計期

間は従来の方法によっております。 

 この結果、前第１四半期連結累計期間に変更後の換算方法を適用した場合、当該累計期間の売上高

は185百万円、営業利益は9百万円、経常利益は11百万円、税金等調整前四半期純利益は11百万円それ

ぞれ増加することとなります。 

  

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用） 

当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計

上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計

上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12

月４日）を適用しております。 

  

  

２．サマリー情報(その他)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）追加情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,987 4,717

受取手形及び売掛金 13,278 12,944

商品及び製品 4,484 4,704

仕掛品 1,477 1,577

原材料及び貯蔵品 2,697 2,513

その他 761 733

貸倒引当金 △12 △11

流動資産合計 27,674 27,179

固定資産   

有形固定資産 12,780 13,043

無形固定資産 627 636

投資その他の資産   

投資その他の資産 2,939 2,955

貸倒引当金 △6 △6

投資その他の資産合計 2,933 2,949

固定資産合計 16,341 16,629

資産合計 44,016 43,808
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,919 6,848

短期借入金 3,354 3,173

1年内返済予定の長期借入金 1,405 1,370

未払法人税等 309 94

製品保証引当金 7 8

賞与引当金 760 442

資産除去債務 － 21

その他 2,786 3,415

流動負債合計 15,542 15,374

固定負債   

長期借入金 2,485 2,344

退職給付引当金 211 217

役員退職慰労引当金 28 30

資産除去債務 184 164

その他 840 838

固定負債合計 3,750 3,595

負債合計 19,292 18,969

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,522 6,522

資本剰余金 9,473 9,473

利益剰余金 11,158 11,214

自己株式 △269 △269

株主資本合計 26,884 26,941

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 9 △18

為替換算調整勘定 △2,217 △2,134

その他の包括利益累計額合計 △2,207 △2,152

少数株主持分 46 49

純資産合計 24,723 24,838

負債純資産合計 44,016 43,808

㈱JMS(7702) 平成24年3月期 第1四半期決算短信

－ 6 －



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

売上高 10,992 11,292

売上原価 7,703 8,064

売上総利益 3,289 3,228

販売費及び一般管理費 2,819 2,872

営業利益 469 355

営業外収益   

受取利息 2 19

受取配当金 11 11

持分法による投資利益 46 70

その他 33 30

営業外収益合計 93 132

営業外費用   

支払利息 25 21

為替差損 8 33

その他 26 11

営業外費用合計 60 66

経常利益 503 421

特別利益   

固定資産売却益 0 0

投資有価証券売却益 4 －

貸倒引当金戻入額 0 －

特別利益合計 5 0

特別損失   

固定資産売却損 0 0

固定資産廃棄損 21 10

減損損失 － 14

投資有価証券売却損 0 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 146 －

特別損失合計 168 24

税金等調整前四半期純利益 339 397

法人税、住民税及び事業税 105 88

法人税等還付税額 △43 －

法人税等調整額 39 75

法人税等合計 101 164

少数株主損益調整前四半期純利益 238 232

少数株主利益 2 3

四半期純利益 235 229

㈱JMS(7702) 平成24年3月期 第1四半期決算短信
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 四半期連結包括利益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 238 232

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △127 △27

為替換算調整勘定 △370 82

その他の包括利益合計 △497 54

四半期包括利益 △258 287

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △256 284

少数株主に係る四半期包括利益 △2 3
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－ 8 －



該当事項はありません。 

  

 (セグメント情報） 

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日) 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
(単位：百万円) 

 
(注) 「その他」の区分は、国内子会社及び韓国、アメリカ、インドネシアの現地法人の事業活動を含んでおります。

  

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容(差異調整に関する事項) 
(単位：百万円) 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

報告セグメント
その他 
(注)

合計
日本

シンガ
ポール

中国 ドイツ 計

売上高

  外部顧客への売上高 7,946 1,262 197 748 10,155 837 10,992

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

1,079 1,162 428 0 2,670 ─ 2,670

計 9,025 2,425 626 748 12,825 837 13,663

セグメント利益又は損失 (△) 129 165 71 86 453 87 540

利益 金額

報告セグメント計 453

「その他」の区分の利益又は損失 (△) 87

セグメント間取引消去 △105

持分法投資利益又は損失 (△) 46

その他の調整額 21

四半期連結損益計算書の経常利益 503
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日) 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(単位：百万円) 

 
(注) 「その他」の区分は、国内子会社及び韓国、アメリカ、インドネシアの現地法人の事業活動を含んでおります。

  

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容(差異調整に関する事項) 
(単位：百万円) 

 
  
  

３ 報告セグメントの変更等に関する事項 

（在外子会社等の収益及び費用の換算基準の変更について） 

 在外子会社等の収益及び費用については、従来、決算日の直物為替相場により円貨に換算しておりまし

たが、前連結会計年度末より、期中平均相場により円貨に換算する方法に変更しております。 

 この変更は、会計年度末近くに急激な為替変動があった場合に期間損益に与える異常な影響を排除し、

より適正な損益の認識を図るために行ったものであります。 

 また、当該変更は、為替相場が急速に変動していることを契機に、会計システム等の実務上の対応を検

討した結果、前連結会計年度末において対応可能となったためであり、前第１四半期連結累計期間は従来

の方法によっております。 

 この結果、前第１四半期連結累計期間に変更後の換算方法を適用した場合、当該累計期間の売上高合計

は「シンガポール」2,549百万円、「中国」610百万円、「ドイツ」753百万円、「その他」887百万円とな

り、セグメント利益は「シンガポール」174百万円、「中国」70百万円、「ドイツ」86百万円、「その

他」91百万円となります。 

 また、報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該

差額の主な内容につきましては、「報告セグメント計」460百万円、「「その他の区分」の利益又は損失

（△）」91百万円、「四半期連結損益計算書の経常利益」514百万円となります。 
  

該当事項はありません。 

報告セグメント
その他 
(注)

合計
日本

シンガ
ポール

中国 ドイツ 計

売上高

  外部顧客への売上高 8,305 1,190 216 721 10,433 859 11,292

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

1,085 1,216 480 0 2,784 ─ 2,784

計 9,390 2,406 697 722 13,217 859 14,076

セグメント利益又は損失 (△) 110 △100 40 57 108 189 297

利益 金額

報告セグメント計 108

「その他」の区分の利益又は損失 (△) 189

セグメント間取引消去 52

持分法投資利益又は損失 (△) 71

その他の調整額 0

四半期連結損益計算書の経常利益 421

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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